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令和 5 年度 5 月 定例教育委員会 議事録 

 

 令和 5 年 5 月 16 日（火）午前 10 時から、山梨市役所 401 会議室に召集された。 

 

１ 開会 

２ 教育長あいさつ 

３ 前回議事録の承認 

４ 協議事項 

(1)  令和６年度県教育施策及び予算に関する要望書について 

(2)  教育委員の自己点検・評価について 

(3)  その他 

５ 報告事項 

６ 連絡事項 

７ 退任委員あいさつ 

８ 閉会 

 

 〇出席者 

  教育長           嶋﨑 修 

  教育長職務代理者      矢野 眞由美 

  教育委員          武井 茂 

  教育委員          窪田 新治 

  教育委員          天野 有紀 

 〇事務局職員出席者 

  学校教育課 課長              磯村 賢一 

        学校教育担当リーダー      𡈽橋 朋弘 

        学校教育担当 指導監      小串 吾郎 

        学校教育担当 指導主事     志村 貴美子 

        学校管理担当リーダー      小泉 健一 

        学校総務担当リーダー      大畠 芽久美 

        学校総務担当（議事録作成者）  小田切 咲紀 

  生涯学習課 課長              角田 弘樹 

        生涯学習担当リーダー      日原 勝巳 
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４ 協議事項の内容 

 

教育長 

議事に入る。(1) 令和６年度県教育施策及び予算に関する要望書について、事務

局から説明をお願いする。 

学校教育課 大畠リーダー 資料１に基づき説明 

 

教育長 

  事務局の要望書案に対して、委員から意見あるか。 

天野委員 

スクールソーシャルワーカーについて、東山地区は昨年度の３名から今年度２名

に人数が減った。なかなか見合う人材が見つからないと聞いている。また、昨年度

は３月には任期が切れてしまい。１か月間足りないという状況だったと聞いている。

学校の進学や進級といった環境が変わる中で不安を抱える子どもたちが多くおり、

スクールソーシャルワーカーの継続的な配置や人数が減らないような配置の手立

てが必要だと思う。 

学校教育課長 

  国と県に強く要望していきたい。 

教育長 

  ４月に配置された２名のスクールソーシャルワーカーを話す機会があった。課題

として、学校から家庭の詳しい様子がわからないという。学校から教育委員会に連

絡をもらえれば、事務所のスクールソーシャルワーカーに上手く繋いでいきたい。 

窪田委員 

  異議なし。 

武井委員 

  異議なし。 

矢野職務代理 

  昨年度の国への働きかけていただきたい要望事項 No.3「教職員等の定数・配置の

改善について」の県の回答が、「小学校における専科指導の充実については、教職員

定数の改善により対応しており、今後も教職員定数改善の中で国へ要望して参りま

す。（中略）英語免許ならびに英語の資格を有する受験者を確保するため、各大学に

働きかけて参ります。」とある。これから絶対に必要なものなので、要望してほし

い。 
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教育長 

  次に(2) 教育委員の自己点検・評価について、事務局から説明をお願いする。 

学校教育課 大畠リーダー 資料２に基づき説明 

 

教育長 

  委員から意見あるか。 

委員 

  異議なし。 

 

教育長 

次に（3）その他、何かあるか。 

事務局 

  なし。 

教育長 

以上で議事を終了する。 

 

議事終了 

 


